
  

 
 

 

適応車種 商品ＮＯ． 

ZRX1200DAEG（’09～） 

ZRX1200R/S（’01～‘08） 

ZRX1100/Ⅱ（’97～‘00） 

63911（70's type S1） 

63912（カーボン） 

63913（ディンプルメッシュ） 
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取扱説明書 

■ご使用前に必ずご確認ください■ 
※本商品のご使用前に最終項に記載の URL（保証規定）より保証規定の内容を読み、ご理解のうえご使用ください。 

※本商品の使用をもって、本書と保証規定の内容の全てを理解・承諾したものとみなします。本書内の注意事項を守らず使用したことによる

事故や損害について、当社では一切の責任を負いません。 

※本書は、いつでも取り出して読めるように大切に保管してください。また第三者に譲渡する場合は、必ず本書も併せてお渡しください。 

本書では正しい取り付け、取扱方法および点検整備に関する重要な事項を、次のシンボルマークで示しています。 

 

行為を強制したり指

示する内容を告げる

ものです。  

禁止の行為であるこ

とを告げるもので

す。  

表記の禁止行為を告

げるものです。  

その他の警告及び注

意を告げるもので

す。 
 

 要件を満たさず使用しますと、死亡または重傷に至る可能性や第三者の生命や財産を損なう可能性が想定される場合を示してあります。 

 

・本商品に切削や穴あけなどの加工は行なわないでください。商品の破損だけではなく、車両側の破損や重大な事故につながる恐れがあります。 

・本商品を記載の適合車種以外の車両に取り付けないでください。 

 

・取り付け前に取付箇所の純正部品や車両に欠損や破損がないか確認してください。異常が見られる場合は新品に交換するなどしてください。 

・不適切なシートの取り付けは、走行中の事故などにつながる可能性があり大変危険です。確実に取り付けを行なってください。 

・走行中に異常が発生した場合は、直ちに車両を安全な場所に停車させ、異常箇所を必ず点検してください。異常があった場合は、商品の使用また

は車両の走行を中止し、認証工場や販売店へご相談してください。 

 

 要件を満たさず使用しますと、傷害に至る可能性または物的損害の発生が想定される場合を示してあります。 

 

・商品取り扱い時に商品の端面や商品に突起やバリなどがあり予期せぬケガや事故が発生する場合があります。取り扱いの際は必ず保護手袋を着用

しケガには十分に注意して作業を行なってください。またエッジや突起部がある場合は適切な処理を行ない、取り除いてください。 

・本商品を開梱の際は、構成部品の不足や外観の不具合、異常がないことを必ず確認ください。万一お気づきの点がございましたら、ご使用前にお

買い求め販売店へ速やかにご相談ください。  

・作業は周囲の安全を確保し、安全な場所で車両を固定させたうえで、転倒やケガに十分注意して作業を行なってください。  

・純正部品の取り外しや取り付けは、車両メーカー発行の純正サービスマニュアルを参考に作業を行なってください。  

・取り付けは各作業に適した工具をご使用ください。不適切な工具を使用すると部品の破損やケガをする可能性があります。  

・ボルトやナット類の締め付けにはトルクレンチを使用し、所定トルクまたは車両メーカー発行のサービスマニュアルで指示されたトルクで確実に

締め付けてください。  

・本シートは純正シートと違い、前方に金属のステーが使われています。保護のためにチューブがついていますが、純正シートと同じように装着し

ますと、タンク等に当たりチューブが破け、車両に傷がつく可能性がありますのでタンクやフレームに傷をつけないよう慎重に取り付けを行なっ

てください。 

・ZRX1100/Ⅱ、ZRX1200S/R のシート下に装着されている純正ツールボックス（小物入れ）は、シートベースの形状違いにより、使用できま

せん。取り外しの作業が必要となります。 

・本商品の取り付けには、純正部品を使用します。取り外し時の紛失に注意してください。 

・取り付け後に約100km走行しましたら各部を必ず点検整備し、必要に応じてネジの増し締めを行なってください。その後は約500km毎に同様の作

業を行なってください。 

 

・本商品は防水処理を施しておりますが、完全防水ではありません。雨天走行時や洗車時などで、シートに水がかかると縫製部より水が浸入する可

能性があります。  

・本商品が濡れてしまった場合は、風通しのよい日陰で十分に乾燥させてください。 

 

・商品保証は本商品のみが対象になります。また、本商品を装着したことによる物的損害や人的損害などの補償は一切お受けできません。 

・取り付けは、安全のために販売店や認証工場など適切な設備と技能、専門知識のある整備士を有した店舗にて脱着作業を行なってください。作業が

適切に行なわれないと、作業中やご使用中に車両や部品を損傷したり、不具合が発生したりする原因となります。 

・本商品は合皮を使用した商品です。ご使用環境や経年変化、使用損耗、メンテナンス状況により素材劣化が、早期から進行する場合がございます。こ

れらの要因により発生した素材劣化や不具合につきましては、当社では一切の責任を負いかねます。  

・本商品を取り付けた場合に車両側の取り付け面や、その周辺にキズが付く場合があります。  

・本商品の表皮は、無理な力をかけたり工具などが接触すると破れる可能性があります。また地面や床置きしたり、落下させた場合も同様に表皮が破れ

る可能性があります。取り付けには十分注意してください。取り付けや使用中による表皮の剥がれ、破れなどの不具合の保証はお受けできません。  

・乗車を繰り返すことで、本商品の表皮にシワが付く可能性があります。 

・本商品は、純正タンク/サイドカバー/テールカウル専用設計です。他社製外装部品との組み合わせは未確認です。 

・本商品には、シートベルトが装着されておりません。純正グラブバーと併用する事でタンデム走行は可能です。 
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・本商品は、車体に合うように設計されていますが、車体個体差によっては装着した際にタンクやカウルなど、シート周辺の部品に接触して傷を

つけてしまう可能性や、車体との間に隙間が開く可能性があります。 

※タンクやカウルに傷がつきそうな場合はテープなどを貼り、保護することをお勧めします。 

・本シートは FRP 製のシートベースを使用しております。車体個体差に対応するために車体(テールカウル等)とシートの隙間を広く設定しており

ますが、シートの性能には影響ありません。 

・63911 の「70’s シリーズ」は COZY シートの中でも 1970 年代、1980 年代のシートをモチーフとしたレトロシリーズの総称です。 

・63911 は、往年の名車 Z1000R S1 のシートパターンを再現した表皮を使用しておりますが、シートパターンは完全に同一形状ではありませ

ん。 

・本商品、または本書内でご紹介した商品は予告なしに価格や仕様を変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。 

 

 本商品の特長                                     
●高密度のスーパーウレタンを使用し、加速時のポジションを安定させ、長時間の走行でもクッション性を持続させます。 

●純正対比約-20ｍｍダウン 

●シート両サイドをカットすることにより、少ないダウン量でも足つき性を向上 

●独自の形状によりスポーツライディングにも対応し、高い操縦性を確保 

●表皮パターン違いでラインアップを充実させ、スタイリングに合わせてお選びいただけます。 
 

 

商品内容 
NO パーツ名 サイズ(mm) 数量 NO パーツ名 サイズ(mm) 数量 

① シートASSY  1 ④ クッションシート(取付済み) ７０ｘ２５ｘ５ｔ ２ 

② クッションシート(取付済み) ２５×１０×５ｔ ２ ⑤ クッションシート ４０ｘ２５ｘ１ｔ １ 

③ クッションシート(取付済み) ３５Ｘ１５Ｘ５ｔ ２ ⑥ 平ワッシャー Ｍ６ ４ 

 

 取付方法                                       

【作業前の注意事項】 
・車種により取り付け方法が異なる場合があります。本書と車両メーカー発行のサービスマニュアルを参考にお取り付けくだ

さい。 

・純正部品の取り外し、取り付けについては車両メーカー発行のサービスマニュアルを参照して正しく行なってください。 

 

 01．純正部品の取り外し                                               

 1．純正シートを取り外します。 

 

2．純正シートの裏側（シートベース側）から、純正ナット（２個）を外し、純正シートフックステーを取り外します。 

 

3．①シート ASSY 裏側のボルト部分へ、⑥平ワッシャーを左右一枚ずつ入れ、純正シートフックステーを純正ナット

（2 個）を使用して、純正と同じように取り付けます。 

 

4．ZRX1100/Ⅱ、ZRX1200S/R の場合は、シート下から、純正ツールボックス（小物入れ）を取り外してください。 
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 02．①シート ASSY の取り付け                                                   

1．純正タンクやサイドカバーなどをキズ付けない様に注意しながら、①シート ASSY を純正シートと同じように車体 

  へ取り付けます。 

※⑥平ワッシャーは、標準で 1 枚ずつ使用して、車体との隙間や純正シートフックステーのロックの嵌合具合で調整し

てください。 

 ※シート ASSY を車体に取り付ける場合は、純正シートフックステーの突起が確実に車体側へ嵌合し、カチッとロック

がかかるまで慎重に押さえてください。押してもロックが掛からない場合、極度に強く押し込む事はお止めください。

①シート ASSY または車体側の傷、破損の原因となります。手順 01-3 へ戻り、⑥平ワッシャーを追加し、再度ロッ

ク部分の嵌合具合を確認してください。 

2．①シート ASSY を数回、取り付けと取り外しを繰り返し、ロック部分を確認します。ロック解除の動き

が悪い場合、潤滑剤等を使用しスムーズに動くようにしてください。シートを外すときに鍵が回りにく

い場合は、シートフックの上あたりを押さえると鍵が回りやすくなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 03．点検作業                                             

・各部が確実に取り付けされているか点検してください。異常がなければ車両の固定を解除して作業は終了です。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 


